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一

　

正
暦
四
（
九
九
三
）
年
か
ら
長
徳
元
（
九
九
五
）
年
ま
で
の
三
年
間
、
疫

病
が
猛
威
を
振
る
い
、
日
本
国
中
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
ま
ず
、

　
　

�

今
月
人
民
悉
く
咳
疫
な
り
。
五
六
月
の
間
、
咳
逆
の
疫
有
り
（
『
日
本

紀
略
』
正
暦
四
年
六
月
）

　
　

�

秋
の
比
、
天
下
に
皰○

○瘡
の
疫
有
り
（
『
扶
桑
略
記
』
正
暦
四
年
）

　
　

�

今
年
、
皰○

○瘡
流
行
し
た
り
（
『
百
錬
抄
』
正
暦
四
年
。
原
漢
文
。
以
後

漢
文
は
な
る
べ
く
書
き
下
し
て
示
す
）

と
、
「
咳
逆
疫
」
「
皰
瘡
」
（
疱
瘡
）
が
相
継
い
で
は
や
り
、
多
数
の
死
者

が
出
た
。
地
域
を
示
し
て
い
な
い
が
、
都
を
中
心
と
し
た
五
畿
内
あ
た
り
で

あ
ろ
う
か
。
疫
疾
蔓
延
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　
　

�

去
る
四
月
よ
り
七
月
に
至
る
ま
で
、
京
師
の
死
者
過
半
。
五
位
以
上

六
十
七
人
（
『
日
本
紀
略
』
正
暦
五
年
七
月
）

　
　

�

今
年
は
正
月
自よ

り
十
二
月
に
至
る
ま
で
、
天
下
の
疫
癘
最
も
盛
り
な
り
。

鎮
西
自
り
起
こ
り
て
、
七
道
に
遍
満
す
（
同
・
十
二
月
）

都
人
の
「
過
半
」
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
数
値
に
ど
れ
ほ
ど
の
信
憑

性
が
あ
る
の
か
は
量
り
が
た
い
が
、
苛
烈
を
極
め
る
惨
状
は
ま
ち
が
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
感
染
は
九
州
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
陸
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

は
か
な
く
年
も
暮
れ
て
、
正
暦
五
年
と
い
ふ
。
い
か
な
る
に
か
今
年
世

の
中
騒
が
し
う
、
春
よ
り
わ
づ
ら
ふ
人
々
多
く
、
道
大
路
に
ゆ
ゆ
し
き

物
ど
も
多
か
り
。
…
…
よ
ろ
づ
よ
り
も
世
の
中
い
と
騒
が
し
け
れ
ば
、

関
白
殿
も
女
院
も
、
よ
ろ
づ
に
恐
ろ
し
き
こ
と
を
思
し
た
り
。
今
年
に

来
年
ま
さ
る
べ
し
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
い
と
恐
ろ
し
く
思
さ
る
（
『
栄
花

物
語
』
見
は
て
ぬ
夢
）

こ
の
「
世
の
中
騒
が
し
」
は
、
疫
病
に
よ
る
世
の
混
乱
を
表
し
て
お
り
、
物

語
等
に
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る（
１
）。

ま
た
、
「
ゆ
ゆ
し
き
物
ど
も
」
は
病
死
し

た
人
々
の
亡
骸
で
あ
り
、
都
大
路
は
酸
鼻
を
極
め
た
。
関
白
藤
原
道
隆
、
女

院
藤
原
詮
子
兄
弟
ら
貴
顕
で
あ
っ
て
も
例
外
な
く
罹
患
の
可
能
性
が
あ
り
、

世
上
の
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
　

�

か
く
て
長
徳
元
年
正
月
よ
り
、
世
の
中
い
と
騒
が
し
う
な
り
た
ち
ぬ
れ

正
暦
・
長
徳
の
疫
癘
と
官
符
（
上
）

北　
　

山　
　

円　
　

正
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ば
、
残
る
べ
う
も
思
ひ
た
ら
ぬ
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。
女
院
に
は
、
関

白
殿
の
御
心
地
を
ぞ
恐
ろ
し
う
思お
ぼ

す
か
た
は
さ
る
も
の
に
て
、
世
の
中

心
の
ど
か
に
し
も
思
し
掟
て
ず
や
と
、
さ
ま
ざ
ま
思
し
乱
れ
さ
せ
た
ま

ふ
。
今
年
は
ま
づ
下
人
な
ど
は
、
い
と
い
み
じ
う
、
た
だ
こ
の
頃
の
ほ

ど
に
失
せ
は
て
ぬ
ら
ん
と
見
ゆ
。
四
位
、
五
位
な
ど
の
亡
く
な
る
を
ば

さ
ら
に
も
い
は
ず
、
今
は
上
に
上
が
り
ぬ
べ
し
な
ど
言
ふ
（
同
）

こ
の
年
も
蔓
延
は
引
き
つ
づ
き
、
「
下
人
」
ら
は
死
に
絶
え
る
か
と
思
え
る

ほ
ど
で
あ
り
、
中
流
階
級
か
ら
上
流
階
層
へ
と
犠
牲
が
波
及
す
る
推
測
が

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
と
お
り
、

　
　

�

四
五
月
の
間
、
疫
疾
殊こ

と

に
盛
り
な
り
。
納
言
已
上
の
薨こ

う

ぜ
し
者
八
人
。

関
白
道
隆
、
道
兼
、
左
大
臣
重
信
、
大
納
言
済
時
、
朝
光
、
道
頼
、
中

納
言
保
光
、
伊
陟
等
な
り
。
又
四
位
五
位
の
侍
臣
幷あ
は

せ
て
六
十
余
人
。

七
月
に
至
り
て
漸や
う
やく

に
散
ず
（
『
百
錬
抄
』
長
徳
元
年
）

　
　

�

今
年
四
月
自
り
五
月
に
至
る
ま
で
、
疾
疫
殊
に
盛
り
な
り
。
七
月
に
至

り
て
頗や

や
散
ず
。
納
言
以
上
の
薨
ぜ
し
者
二
人
、
四
位
七
人
、
五
位

五
十
四
人
、
六
位
以
下
僧
侶
等
、
勝あ

げ
て
計か

ぞ

ふ
べ
か
ら
ず
。
但
し
下
人

に
は
及
ば
ず
（
『
日
本
紀
略
』
長
徳
元
年
七
月
）

と
、
上
流
貴
族
か
ら
も
多
数
の
死
者
が
出
た
。
下
層
官
人
や
僧
侶
ら
に
つ
い

て
は
数
え
き
れ
ず
、
下
人
ら
は
統
計
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
あ
る
。

そ
し
て
七
月
に
到
っ
て
よ
う
や
く
終
息
に
向
っ
た
と
い
う
。
次
第
に
社
会
全

体
に
免
疫
が
で
き
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
よ
そ
三
年
に
わ
た
る
犠
牲
を

払
っ
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
三
年
間
、
当
時
の
人
々
は
疫
癘
と
ど
う
戦
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
朝

廷
・
庶
民
と
も
ど
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
端
は

か
つ
て
触
れ
た（
２
）
。
お
も
な
も
の
は
、
朝
廷
が
行
う
神
仏
へ
の
攘
災
祈
願
で

あ
っ
た
。
本
稿
で
は
つ
づ
い
て
、
そ
れ
に
関
連
し
た
資
料
の
内
容
を
読
み
解

き
、
祈
り
の
模
様
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
一
つ
は
、
正
暦
五
年

四
月
の
東
大
寺
大
仏
の
前
に
お
け
る
大
般
若
経
の
転
読
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
、
長
徳
元
年
四
月
の
諸
国
で
の
観
音
像
な
ら
び
に
大
般
若
経
の
供
養
で
あ

る
。
と
も
に
『
類
聚
符
宣
抄
』
（
第
三
・
疾
疫
）
に
収
載
す
る
官
符
で
あ
る
。

本
稿
で
は
前
者
の
官
符
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
試
訓
を
示
し
、
そ
の
中

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

二

　

官
符
読
解
に
先
立
っ
て
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
疫
癘
は
こ

れ
ま
で
疱
瘡
（
天
然
痘
）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
前
稿
で
も
そ
れ
に
従
っ
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
疫
疾
は
疱
瘡
だ
け
と
は
言
い
が
た
い
と
の
本
庄
総
子
氏
の

指
摘
が
あ
り（
３
）、

再
検
討
の
必
要
が
生
じ
た
。
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
て
お
き
た
い
。

　

従
前
の
見
解
は
、
次
の
史
料
に
も
と
づ
く
。

　
　

�
夜
に
入
り
て
、
中
納
言
藤
原
顕
光
卿
参
入
し
、
左
の
仗
座
に
着
く
。
蔵

人
召
し
仰
せ
て
云
は
く
、
今
年
皰
瘡
の
事
有
り
と
雖
ど
も
。
天
延
二
年

の
例
に
准な
づ
らひ

て
、
相
撲
の
召
し
合
は
せ
幷
び
に
音
楽
有
る
べ
き
由
等
、
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左
右
近
衛
府
を
召
し
仰お

ほ

す
。
…
…
（
『
本
朝
世
紀
』
正
暦
四
年
七
月

十
七
日
）

　
　

�
今
日
、
詔
す
。
大
辟
以
下
を
赦
除
す
。
常
赦
の
免
ぜ
ざ
る
所
は
赦ゆ

る

さ
ず
。

又
調
庸
を
免
じ
、
半
徭
を
復
す
。
三
合
を
慎
み
皰
瘡
の
患
ひ
を
救
は
ん

が
為
な
り
（
『
日
本
紀
略
』
同
年
八
月
十
一
日
）

さ
ら
に
は
そ
れ
ら
を
一
括
し
た
形
で
、
『
百
錬
抄
』
（
正
暦
四
年
）
に
「
今

年
、
疱
瘡
流
行
し
た
り
」
と
記
録
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
『
本
朝
世
紀
』
の

正
暦
五
年
の
記
事
に
は
、

　
　

�

今
年
春
よ
り
遠
近
に
、
疫○

○癘
の
聞
こ
え
有
り
。
…
…
月つ

き
ご
ろ来

天
変
物
怪
、

頻
り
に
以
つ
て
相
示
す
（
四
月
二
十
七
日
、
諸
社
へ
の
奉
幣
使
発
遣
に

際
し
て
の
宣
命
）

　
　

�

去
る
三
月
以
後
、
疫○

○癘
に
依
る
病
死
の
輩
、
幾
千
な
る
か
を
知
ら
ず

（
五
月
七
日
）

　
　

�

月つ
き
ご
ろ来

の
間
、
疫○

○癘
尤
も
盛
り
な
り
。
種
々
の
祈
禱
有
り
と
雖
ど
も
、
専

ら
に
止
む
こ
と
無
し
（
五
月
二
十
日
）

　
　

�

今
年
春
の
始
め
よ
り
遠
近
に
疫○

○癘
の
聞
こ
え
有
り
。
…
…
去
る
三
月
以

来
、
外
国
京
洛
の
間
に
、
病
死
の
輩
、
道
路
に
繁
し
と
聞
こ
し
食
し
て

（
五
月
二
十
日
、
疫
疾
の
祟
り
を
な
し
た
と
い
う
神
明
へ
の
、
奉
幣
使

発
遣
に
際
し
て
の
宣
命
）

　
　

�

去
る
三
月
以
後
、
京
畿
外
国
、
疫○

○癘
滋
く
発お

こ

り
て
、
病
死
際き

は

無
し
（
六

月
十
日
）

　
　

�

今
年
春
よ
り
始
ま
り
て
、
遠
近
の
国
郡
、
京
洛
の
都
邑
の
間
に
、
疫○

○癘

繁
く
発
り
て
、
夭
殤
甚
だ
多
し
（
六
月
十
三
日
、
丹
生
・
貴
布
禰
社
へ

の
奉
幣
使
発
遣
に
際
し
て
の
宣
命
）

と
、
劇
烈
な
「
疫
癘
」
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
一
連
の
記
事
に
つ
い
て
、

昨
年
に
つ
づ
い
て
疱
瘡
が
は
び
こ
っ
て
い
た
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
『
本
朝
世
紀
』
の
同
年
に
は
、

　
　

�

此
の
日
、
大
宰
府
従
り
言
上
の
解げ

文ぶ
み

四
枚
、
其
の
中
の
一
枚
。
去
年
の

中
冬
以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
疫○

○癘
已
に
発
り
、
府
中
静
か
な
ら
ず
。

又
以
つ
て
官
国
の
人
民
、
皆
夭
亡
せ
む
と
欲
す
。
而
し
て
其
の
災
ひ
弥

い
よ
倍ま

し
、
病
患
未
だ
止
ま
ず
。
遠
近
の
路
辺
、
死
人
満
ち
塞ふ

さ

ぎ
た
り

（
五
月
十
日
。
「
官
国
」
は
大
宰
府
が
所
管
す
る
国
々
の
意
か
。
あ
る

い
は
「
管
国
」
の
誤
ま
り
と
み
る
べ
き
か
）

と
あ
っ
て
、
四
年
の
十
一
月
に
大
宰
府
で
「
疫
癘
」
が
起
こ
り
、
そ
の
管
内

か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
と
い
う
。
ま
た
す
で
に
引
い
た
よ
う
に
、
『
日
本
紀

略
』
も
、
「
疫
癘
」
が
「
鎮
西
」
か
ら
起
こ
り
、
「
七
道
」
に
広
が
っ
た
と

記
し
て
い
る
（
正
暦
五
年
十
二
月
）
。
本
庄
氏
は
、
こ
の
大
宰
府
で
始
ま
っ

た
疫
癘
が
、
「
外
国
京
洛
」
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
前
稿
で

は
、
大
宰
府
か
ら
の
「
解
文
」
に
、
疫
癘
が
ど
の
よ
う
な
病
で
あ
る
か
を
明

記
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
五
年
の
疫
癘
と
の
関
連
を
検
討
し
て
い
な

か
っ
た
。
五
年
の
疫
癘
は
、
大
宰
府
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
と
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
流
行
の
始
ま
り
を
「
三
月
」
と
明
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す

る
と
、
「
外
国
京
洛
」
へ
の
伝
播
は
五
か
月
ほ
ど
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、

翌
長
徳
元
年
に
わ
た
る
未
曾
有
の
流
行
を
み
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
こ
の
「
疫
癘
」
が
何
で
あ
っ
た
か
が
問
題
に
な
る
。
本
庄
氏
は
、

史
料
に
は
「
疫
疾
」
「
疫
癘
」
と
あ
っ
て
「
疱
瘡
」
と
は
記
し
て
お
ら
ず
、

正
暦
四
年
と
は
異
な
る
点
に
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
も
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
だ

と
思
う
。
こ
の
疫
癘
は
「
何
ら
か
の
新
種
の
疫
病
」
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ

た
。
つ
ま
り
、
残
念
な
が
ら
疱
瘡
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
以
外
は
分
明
で

は
な
い
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
正
暦
四
年
に
流
行
し
て
い
た
「
皰
瘡
」
は
、
五

年
に
は
終
息
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
社
会
に
免
疫
が
で
き
て
い

た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
は
っ
き
り
と
終
息
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
に

お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
、

感
染
症
が
完
全
に
消
え
て
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
社
会
に
存
在
し
て
い

る
。
感
染
の
広
が
る
可
能
性
が
消
え
た
の
で
も
な
い
。
ま
し
て
や
平
安
中
期

に
完
全
な
終
息
が
あ
ろ
う
と
は
思
え
な
い
。
正
暦
五
年
・
長
徳
元
年
の
疫
病

は
、
疱
瘡
の
伏
在
を
抱
え
つ
つ
、
「
新
種
の
疫
病
」
が
蔓
延
し
た
と
み
る
の

が
自
然
な
よ
う
に
思
う
。
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

三

　

ま
ず
正
暦
五
年
の
官
符
の
本
文
を
引
き
、
書
き
下
し
文
（
試
訓
）
を
示
す
。

　
　

左
弁
官
下
綱
所

　
　
　

応
令
七
大
寺
僧
、
於
東
大
寺
大
佛
前
、
転
読
大
般
若
経
事

　
　
　
　

東
大
寺
三
百
口　
　
　
　
　
　

興
福
寺
三
百
口

　
　
　
　

元
興
寺
八
十
口　
　
　
　
　
　

大
安
寺
六
十
口

　
　
　
　

薬
師
寺
八
十
口　
　
　
　
　
　

西
大
寺
卌
口

　
　
　
　

法
隆
寺
卌
口

右
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
道
長
宣
。
奉
勅
、
如
聞
頃
月
疫
癘
滋
発
、
人
民
憂
悩
。

雖
致
祈
禱
於
種
々
、
都
鄙
之
間
、
死
殤
弥
甚
。
自
非
般
若
之
威
力
、
何
救
黎

氓
之
危
命
。
仍
重
於
彼
寺
、
始
従
今
月
□
日
、
五
箇
日
間
、
毎
寺
択
智
行
兼

備
之
僧
、
転
読
件
経
王
、
消
攘
彼
疫
癘
。
専
致
精
誠
、
必
顕
冥
感
者
、
僧
綱

承
知
、
依
宣
行
之
。
其
供
料
用
本
寺
物
者
。
事
拠
救
済
、
不
得
緩
怠
。

　
　
　

正
暦
五
年
四
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
史
阿
蘇

　
　
　
弁
可
尋
注
之

　
　

左
弁
官
下
す　

綱
所

　
　
　

�

応
に
七
大
寺
の
僧
を
し
て
、
東
大
寺
の
大
佛
の
前
に
し
て
、
大
般
若

経
を
転
読
せ
し
む
べ
き
事

　
　
　
　

東
大
寺
三
百
口　
　
　
　
　
　

興
福
寺
三
百
口

　
　
　
　

元
興
寺
八
十
口　
　
　
　
　
　

大
安
寺
六
十
口

　
　
　
　

薬
師
寺
八
十
口　
　
　
　
　
　

西
大
寺
卌
口

　
　
　
　

法
隆
寺
卌
口

右
権
大
納
言
藤
原
朝
臣
道
長
宣
す
。
勅
を
奉
う
け
た
ま
はる
に
、
「
聞
く
が
如
く
頃こ

の

月ご
ろ

疫
癘
滋し

げ

く
発お

こ

り
、
人
民
憂
悩
す
。
祈
禱
を
種
々
に
致
す
と
雖
ど
も
、
都
鄙
の

間
、
死し

殤し
や
う

弥い
よ

い
よ
甚
し
。
般
若
の
威
力
に
非
ざ
る
自
り
は
、
何
ぞ
黎れ

い
ば
う氓

の
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危
命
を
救
は
む
。
仍よ

り
て
重
ね
て
彼
の
寺
に
し
て
、
今
月
□
日
従よ

り
始
め

て
、
五
箇
日
の
間
、
寺
毎ご
と

に
智
行
兼
備
の
僧
を
択え

ら

び
て
、
件く

だ
んの

経
王
を
転
読

し
、
彼
の
疫
癘
を
消
攘
せ
よ
。
専も
は

ら
に
精
誠
を
致
さ
ば
、
必
ず
冥
感
を
顕あ

ら

は

さ
む
」
て
へ
れ
ば
、
「
僧
綱
承
知
し
、
宣
に
依
り
て
之
を
行
へ
。
其
の
供
料

は
本
寺
の
物
を
用
ゐ
よ
」
て
へ
り
。
事
は
救
済
に
拠
る
、
緩け

怠だ
い

す
る
こ
と
を

得
ざ
れ
。

　
　
　

正
暦
五
年
四
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
史
阿
蘇

　
　
　
弁
は
尋
ね
注
す
べ
し

　

こ
れ
は
、
左
の
弁
官
か
ら
僧
綱
所
へ
の
命
令
で
あ
る
。
南
都
七
大
寺
の
僧

ら
に
、
東
大
寺
の
大
仏
（
毘
盧
遮
那
仏
）
の
前
で
『
大
般
若
経
』
を
転
読
せ

よ
と
い
う
。
東
大
寺
以
下
の
七
大
寺
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
僧
侶
の
人
数
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
。
五
日
間
に
わ
た
っ
て
延
べ
九
〇
〇
人
が
転
読
す
る
大
規

模
な
法
会
で
あ
る
。

　

ま
ず
右
の
よ
う
な
事
書
と
僧
侶
の
人
数
を
挙
げ
、
次
に
藤
原
道
長
の

「
宣
」
が
つ
づ
く
。
天
皇
（
一
条
天
皇
）
か
ら
う
け
た
ま
わ
っ
た
「
勅
」
を

伝
え
、
命
令
を
下
す
。
道
長
は
こ
の
時
二
十
九
歳
。
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ

た
の
は
正
暦
二
年
九
月
七
日
（
『
公
卿
補
任
』
）
。
こ
の
官
符
は
、
若
き
日

の
事
績
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
「
祈
禱
」
は
、
神
仏

へ
の
祈
り
で
あ
り
、
朝
廷
の
行
う
疫
病
対
策
の
柱
で
あ
っ
た
。
『
日
本
紀

略
』
に
よ
れ
ば
、
朝
廷
の
施
策
に
は
、

　
　

大
祓
（
正
暦
四
年
八
月
二
十
一
日
、
五
年
四
月
十
日
、
同
四
月
二
十
五
日
）

　
　

大
赦
（
五
年
三
月
二
十
六
日
、
五
月
二
十
六
日
）

　
　

諸
社
へ
奉
幣
（
同
・
四
月
二
十
七
日
、
八
月
二
十
一
日
）

　
　

御
読
経
（
同
・
四
月
二
十
八
日
、
七
月
二
十
一
日
）

　
　

山
陵
使
発
遣
（
同
・
五
月
三
日
、
十
月
十
六
日
）

　
　

石
塔
建
立
（
同
・
五
月
二
十
六
日
）

　
　

仁
王
会
（
同
・
六
月
二
十
二
日（
４
））

　
　

御
霊
会
・
仁
王
講
（
同
・
六
月
二
十
七
日
）

　
　

大
般
若
経
転
読
（
同
・
八
月
十
日
）

な
ど
が
あ
っ
た
。
東
大
寺
大
仏
の
前
で
の
『
大
般
若
経
』
転
読
も
、
そ
の
一

環
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
『
日
本
紀
略
』
『
本
朝
世
紀
』
『
扶
桑
略

記
』
『
百
錬
抄
』
な
ど
の
史
書
に
は
、
こ
の
経
典
転
読
に
つ
い
て
の
記
事
は

な
い（
５
）。
お
そ
ら
く
記
録
に
は
残
ら
な
い
同
様
の
施
策
が
数
多
く
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
正
暦
五
年
の
官
符
は
、
こ
れ
に
つ

づ
い
て
引
く
長
徳
の
官
符
と
と
も
に
、
朝
廷
の
対
策
の
一
端
を
伝
え
る
記
録

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

官
符
を
読
ん
で
、
疫
病
の
蔓
延
状
況
や
朝
廷
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
お

き
た
い
。
「
正
暦
五
年
四
月
」
こ
ろ
「
疫
癘
」
が
頻
発
し
、
人
々
が
苦
し
ん

で
い
た
。
朝
廷
は
「
祈
禱
」
を
「
種
々
」
に
行
っ
た
と
い
う
。
「
祈
禱
」

を
実
効
あ
る
方
策
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
甲
斐
な
く
、

「
都
鄙
」
に
お
け
る
「
死
殤
」
（
「
殤
」
は
若
死
に
）
の
数
が
募
っ
た
。
そ

こ
で
ま
た
も
や
祈
り
に
頼
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
「
般
若
の
威
力
に
非
ざ

る
自
り
は
、
何
ぞ
黎
氓
の
危
命
を
救
は
む
」
は
、
『
大
般
若
経
』
の
「
威
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力
」
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
庶
民
の
命
を
救
え
よ
う
か
の
意
。
「
自
非

…
…
、
何
…
…
」
は
強
調
表
現
。

　
　

�
自○
レ
非○
下
就
二
籬
下
一
而
引
二
絃
歌
一、
繞
二
叢
辺
一
而
尋
中
筆
硯
上、
何○

以
繫
二

流
年
於
飛
電
一、
貪
二
晩
節
於
早
霜
一
（
『
菅
家
文
草
』
巻
七
、
「
惜
二
残

菊
一。
各
分
二
一
字
一。
応
レ
製
序
」
）

　
　

�

（
籬
下
に
就
き
て
絃
歌
を
引
き
、
叢
辺
を
繞め

ぐ

り
て
筆
硯
を
尋
ぬ
る
に
非

ざ
る
自
り
は
、
何
を
以
ち
て
か
流
年
を
飛
電
に
繫つ
な

ぎ
、
晩
節
を
早
霜
に

貪む
さ
ぼら

む
）

は
、
そ
の
一
例
。
『
大
般
若
経
』
は
、
鎮
護
国
家
の
経
典
と
し
て
尊
重
さ
れ

て
い
た
。
『
続
日
本
紀
』
の
天
平
七
（
七
三
五
）
年
五
月
二
十
四
日
条
に
は
、

「
宮
中
及
び
大
安
・
薬
師
・
元
興
・
興
福
の
四
寺
に
し
て
、
大
般
若
経
を
転

読
す
。
災
害
を
消
除
し
、
国
家
を
安
寧
な
ら
し
め
む
が
為
な
り
」
と
み
え

る
。
こ
れ
は
、
「
是
の
歳
、
年
頗す
こ
ぶる

稔み
の

ら
ず
。
夏
自
り
冬
に
至
る
ま
で
、
天

下　

豌わ
ん

豆と
う

瘡さ
う

〈
俗
に
裳も

瘡が
さ

と
曰
ふ
〉
を
患わ

づ
らふ
。
夭
死
の
者
多
し
」
（
同
年
）

と
あ
る
、
こ
の
頃
猛
威
を
振
る
っ
た
疱
瘡
を
鎮
め
る
た
め
に
行
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
天
徳
四
（
九
六
〇
）
年
四
月
三
日
付
の
官
符
「
応
レ
令
三
七

大
東
西
延
暦
寺
転
二
読
大
般
若
経
一
事
」
（
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
三
）
に
も
、

「
病
患
頻
り
に
発
り
、
死
殤
間
聞
す
。
救
済
の
計
、
尤
も
仏
法
に
頼
ら
む
」

と
あ
り
、
病
患
が
頻
発
し
て
死
者
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
大
般
若
経
」
の
転

読
を
命
じ
て
い
る
。
同
年
六
月
十
四
日
に
も
、
「
天
下
の
疾
疫
を
除
」
く
た

め
に
「
南
殿
・
清
涼
殿
」
に
お
い
て
、
「
大
般
若
経
」
の
転
読
が
行
わ
れ
た

（
『
日
本
紀
略
』
）
。
右
の
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
大
般
若

経
」
の
「
威
力
」
は
絶
大
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
黎
氓
」
は
、

庶
民
、
世
の
人
々
、
民
草
。
黎
元
・
黎
民
・
黎
庶
な
ど
と
同
類
の
意
を
持
つ

語
。

　
　

�

況
乎
聖
徳
巍
巍
蕩
々
、
黎○

○氓
所
レ
不
レ
能
レ
命
哉
（
『
文
選
』
巻
五
十
一
、

漢
の
王
襃
「
四
子
講
徳
論
」
。
本
文
は
五
臣
注
本
に
よ
る
。
李
善
注
本

は
「
黎
氓
」
を
「
民
氓
」
に
作
る
）

　
　

�

（
況
む
や
聖
徳
巍
巍
蕩
蕩
と
し
て
、
黎○

○氓
の
命
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
所

な
る
を
や
）

　
　

�

行
く
者　

多
く
は
商
賈
、
居を

る
者　

悉
く
黎○

○氓
（
『
白
氏
文
集
』
巻

二
・0103

、
「
答
二
桐
花
一
」
）

な
ど
は
そ
の
例
。
「
危
命
」
は
、
死
の
危
機
に
瀕
す
る
命
、
明
日
を
も
知

れ
ぬ
命
。
翌
長
徳
元
年
四
月
に
出
た
官
符
「
応
四
毎
レ
国
図
二
写
供
三
養
陸
観

音
像
大
般
若
経
一
部
一
事
」
（
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
三
）
に
も
、
「
適た

ま

た
ま

危〇

〇命
を
存
す
る
者
は
、
頻
り
に
薬
石
に
携
は
り
て
農
桑
を
忘
る
」
、
ま
た
寛

仁
元
（
一
〇
一
七
）
年
の
官
符
「
応
レ
令
下
十
五
大
寺
延
暦
寺
転
二
読
仁
王
般

若
経
一
攘
中
除
災
癘
上
事
」
（
同
右
）
に
、
「
仁
王
の
威
神
に
頼
り
て
、
以
つ

て
万
民
の
危〇

〇命
を
助
け
、
…
…
長
生
の
秘
方
を
伝
へ
む
と
欲
す
」
と
み
え
る
。

「
大
般
若
経
」
で
な
け
れ
ば
衆
庶
の
生
命
は
救
え
な
い
と
、
そ
の
「
威
力
」

を
力
説
し
て
い
る
。
ほ
か
に
有
効
な
手
段
は
な
く
、
こ
れ
が
最
上
の
方
途
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
勅
」
の
言
説
で
あ
り
、
朝
廷
の
見
解
で
も
あ
ろ

う
。

　

た
だ
、
「
般
若
の
威
力
」
に
絶
大
な
信
を
置
く
と
は
い
え
、
そ
の
頃
の
朝
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廷
・
天
皇
に
は
次
の
よ
う
な
気
分
が
流
れ
て
い
た
と
の
で
は
な
い
か
。

　
　

�

去
る
三
月
以
後
、
疫
癘
に
依
る
病
死
の
輩
、
幾
千
な
る
か
を
知
ら
ず
。

種
々
の
祈
禱
有
り
と
雖
ど
も
、
其
の
応
無
き
に
似
た
り
。
路
頭
の
死
人
、

伏
骸
連
々
た
り
（
『
本
朝
世
紀
』
正
暦
五
年
五
月
七
日
）

こ
の
日
は
四
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
臨
時
御
読
経
の
結
願
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
た
記
事
で
あ
る
。
三
月
以
後
疫
病
に
よ
る
死
者
は
数
知
れ

ず
、
「
種
々
の
祈
禱
」
に
応
験
は
な
か
っ
た
と
認
め
て
い
る
。
当
時
の
朝
廷

の
偽
ら
ざ
る
発
言
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
公
卿
ら
は
事
実
を
語
っ
た

の
で
あ
る
。
努
力
の
む
な
し
さ
を
嘆
い
て
い
る
と
受
け
取
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

か
と
い
っ
て
有
効
な
手
立
て
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
記
事
の
直
前
に
あ
る
と
お
り
、
「
左
近
の
陣
座
」
に
集
ま
っ
た
右
大
臣
源

重
信
ら
公
卿
は
、
努
力
の
む
な
し
さ
を
知
り
つ
つ
も
、
「
又
今
月
十
五
日
、

八
省
大
極
殿
に
し
て
百
の
高
座
を
立
て
、
仁
王
経
を
読
講
せ
ら
る
る
事
を
定

め
」
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
翌
月
の
丹

生
・
貴
布
禰
社
へ
の
奉
幣
に
際
し
て
、
一
条
天
皇
の
宣
命
は
、

　
　

�

屢し
ば

し
ば
神
霊
の
助
け
を
仰
ぐ
と
雖
ど
も
、
冥
応
殆ほ

と

ほ
と
空
し
き
が
如
し
。

病
夭
の
輩
、
今
に
未
だ
休や

ま
ず
（
同
六
月
十
三
日
）

と
述
べ
て
お
り
、
「
神
霊
」
に
縋す
が

っ
て
み
て
も
冥
助
を
得
ら
れ
な
い
現
状
に
、

無
力
感
を
洩
ら
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
「
人
民
已

に
尽
き
、
田
園
登み
の

ら
ざ
る
」
現
状
を
目
の
前
に
し
て
、
「
神
威
も
皇
政
も
、

何
に
依
り
て
か
厳い
つ

く
べ
き
」
は
た
し
て
神
に
も
政
に
も
敬
意
を
払
え
よ
う
か

と
、
神
の
威
光
・
天
皇
の
政
の
無
力
を
思
い
知
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
苦
衷
を
抱
き
つ
つ
も
、
祈
り
を
す
る
し
か
な
い
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
右
の
記
事
と
宣
命
は
、
こ
の
官
符
よ
り
後
の
記
録

で
あ
る
が
、
そ
の
意
識
は
同
じ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
わ
ず
か
一
二
か
月

を
隔
て
た
時
期
の
思
い
で
あ
る
。
す
で
に
挫
折
感
・
無
力
感
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

　

つ
づ
い
て
「
仍
重
於
二
彼
寺
一、
…
…
転
二
読
件
経
王
一、
消
二
攘
彼
疫
癘
一
」

と
あ
り
、
こ
の
「
転
読
」
は
以
前
も
行
っ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
の
法
会
実
施

を
記
録
し
た
資
料
は
確
認
で
き
ず
、
そ
の
時
期
や
規
模
等
は
不
明
で
あ
る
。

「
今
月
□
日
」
に
欠
損
が
あ
る
の
で
、
転
読
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
、

官
符
の
日
付
「
四
月
廿
日
」
以
降
で
あ
る
こ
と
以
上
は
分
か
ら
な
い
。
「
大

般
若
経
」
を
読
む
の
は
、
各
寺
院
が
選
ぶ
智
慧
を
持
ち
修
行
を
積
ん
だ
僧
で

あ
れ
と
の
こ
と
。
「
智
行
」
を
備
え
た
九
百
人
の
僧
が
転
読
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
疫
癘
を
払
い
除
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
づ
く
「
専
ら
に
精
誠
を
致
せ
ば
、
必
ず
冥
感
を
顕
は
さ
む
」
の
「
精
誠

を
致
す
」
は
、
心
の
底
か
ら
誠
意
を
も
っ
て
行
う
の
意
。

　
　

�

正
直
を
好
み
て
回

よ
こ
し
まな
ら
ず
は
、
精○

○誠
明
神
に
通
ぜ
む
（
『
文
選
』
巻
九
、

後
漢
の
曹
昭
「
東
征
賦
」
）

　
　

�

精○

○誠
懈お

こ
たる

こ
と
無
く
、
夙
夜
公
に
在
り
（
『
朝
野
群
載
』
巻
十
二
、

「
位
記
例
状
」
の
「
武
官
」
）

は
、
「
精
誠
」
の
例（
６
）。
こ
と
は
天
皇
の
命
令
に
よ
る
の
で
あ
り
、
心
を
込
め

誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。
当
然
で
は
あ
る
が
、

『
類
聚
符
宣
抄
』
（
巻
三
・
疾
疫
事
）
の
他
の
官
符
に
も
、
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�

今
月
廿
四
日
の
辰
の
二
点
従
り
始
め
て
、
三
箇
日
の
間
、
専
ら
に
精○

○誠

を
竭つ

く
し
て
、
件
の
経
を
転
読
せ
よ
（
天
徳
二
年
五
月
十
七
日
）

　
　

�
今
月
廿
六
日
の
午
の
二
点
自
り
始
め
て
、
三
箇
日
の
間
、
専
ら
に
精○

○誠

に
励
め
（
治
安
元
年
四
月
二
十
日
）

と
見
え
る
。
「
冥
感
」
は
、
神
仏
が
人
の
祈
り
に
感
応
し
て
助
け
利
益
を
与

え
る
こ
と
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
。

　
　

�

高
の
徒
衆
三
百
、
往
き
て
山
舎
に
居
り
。
神
情
自
若
に
し
て
、
禅
慧
弥

い
よ
新
た
な
り
。
忠
誠
に
冥○

○感
し
て
、
多
く
霊
異
有
り
（
『
高
僧
伝
』

巻
十
一
・
玄
高
伝
）

　
　

�

丹
祈
験
有
り
、
冥○

○感
疆か

ぎ
り

無
し
（
『
御
産
部
類
記
』
巻
三
所
引
、
「
九

条
殿
記
」
天
暦
四
年
六
月
二
十
八
日
条
）

な
ど
が
そ
の
例
。

　

「
必
顕
二
冥
感
一
」
ま
で
が
「
勅
」
の
内
容
。
つ
づ
い
て
「
僧
綱
」
が

「
勅
」
の
趣
旨
を
「
承
知
」
し
て
、
転
読
を
行
え
と
指
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
其
供
料
」
つ
ま
り
経
費
は
、
「
本
寺
」
（
七
大
寺
）
の
「
物
」
を
充
て

よ
と
言
う
。
朝
廷
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
各
寺
院
の
経
費
か
ら
支
出
せ

よ
と
の
命
令
で
あ
る
。
国
庫
は
種
々
の
祈
禱
な
ど
に
よ
っ
て
、
財
源
は
す
で

に
逼
迫
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
様
の
例
は
、
『
類
聚
符
宣
抄
』
（
巻

三
・
疾
疫
）
に
、
「
但
し
其
の
供
料
は
、
本
寺
の
物
を
用
ゐ
よ
」
（
寛
仁
元

年
五
月
二
十
五
日
）
と
み
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、

　
　

�

其
の
料
物
は
、
石
清
水
・
賀
茂
上
下
…
…
祇
薗
天
神
堂
の
料
は
、
山
城

国
に
請
へ
。
…
…
比
叡
社
の
料
は
、
近
江
国
に
請
へ
（
天
徳
二
年
五
月

十
七
日
）

　
　

�

其
の
供
養
料
は
、
七
大
寺
は
大
和
国
の
正
税
を
用
ゐ
よ
。
延
暦
寺
は
近

江
国
の
正
税
を
用
ゐ
よ
。
東
西
寺
は
、
大
炊
寮
の
米
を
充
て
よ
（
同
四

年
四
月
三
日
）

　
　

�

其
の
料
は
正
税
を
用
ゐ
よ
。
若
し
正
税
無
く
は
、
不
動
穀
を
用
ゐ
よ
。

且
つ
開
用
を
申
し
て
、
且
つ
以
つ
て
充
て
行
へ
。
不
動
正
税
共
に
以
つ

て
用
尽
き
た
れ
ば
、
所
在
の
官
物
を
用
ゐ
よ
。
将は

た
以
つ
て
裁
許
せ
よ

（
長
徳
元
年
四
月
二
十
七
日
）

　
　

�

但
し
其
の
供
菜
料
は
、
石
清
水
住
吉
等
は
摂
津
国
、
賀
茂
下
上
稲
荷
祇

薗
比
叡
等
の
社
は
近
江
国
、
…
…
早
く
運
送
す
べ
き
状
、
件
等
の
国
々

に
下
知
せ
よ
（
治
安
元
年
四
月
二
十
日
）

　
　

�

但
し
其
の
供
菜
料
は
、
石
清
水
住
吉
大
原
野
等
は
摂
津
国
、
賀
茂
下
上

稲
荷
比
叡
は
近
江
国
、
…
…
早
く
運
送
す
べ
き
状
、
件
の
国
々
に
下
知

せ
よ
（
長
元
三
〈
一
〇
三
〇
〉
年
三
月
二
十
三
日
）

　
　

�

其
の
施
供
料
は
正
税
を
用
ゐ
よ
。
若
し
正
税
無
く
は
、
所
在
の
官
物
を

用
ゐ
よ
（
同
年
五
月
二
十
三
日
）

と
、
正
税
か
ら
の
支
出
も
、
寺
社
の
代
わ
り
に
諸
国
が
負
担
す
る
場
合
も

あ
っ
た
。

　

最
後
に
「
事
拠
二
救
済
一、
不
レ
得
二
懈
怠
一
」
つ
ま
り
民
衆
救
済
の
た
め
に

行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
渡
し
て
い
る
。
こ
れ
も

他
の
疾
疫
に
つ
い
て
の
官
符
に
、

　
　

�

事
は
攘
災
に
在
り
、
疎
略
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
（
天
徳
二
年
五
月
十
七
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日
）

　
　

�

事
は
攘
災
に
縁
る
、
懈
怠
す
べ
か
ら
ず
（
同
四
年
四
月
三
日
）

　
　

�
事
は
攘
災
に
縁よ

る
、
緩
怠
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
（
寛
仁
元
年
五
月

二
十
五
日
）

　
　

�

事
は
是
れ
攘
災
な
り
、
疎
簡
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
（
治
安
元
年
四
月

二
十
日
・
長
元
三
年
三
月
二
十
三
日
）

と
命
じ
て
い
る
。
読
経
の
効
験
に
一
縷
の
望
み
が
あ
る
の
は
も
と
よ
り
、
誠

実
に
実
施
す
る
以
外
に
打
開
の
方
法
が
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
よ
く
表
し

て
い
る
。

　

官
符
末
尾
の
「
弁
可
二
尋
注
一
之
」
は
、
官
符
を
下
す
責
任
者
で
あ
る
弁

官
に
つ
い
て
、
そ
の
位
署
の
記
載
が
な
い
の
で
、
調
べ
て
書
き
記
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
。
『
類
聚
符
宣
抄
』
の
撰
者
が
書
き
記
し
た
か
、
も
と
の
資
料

に
す
で
に
こ
の
よ
う
に
書
い
て
あ
っ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

四

　

正
暦
五
年
、
疫
癘
が
蔓
延
し
て
多
数
の
死
者
が
で
て
、
洛
中
の
街
路
や
水

路
に
死
骸
が
放
棄
さ
れ
る
な
ど
、
都
は
惨
憺
た
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
そ

ん
な
折
で
は
あ
る
が
、
こ
の
年
の
八
月
、
摂
政
藤
原
道
隆
の
男
権
大
納
言
伊

周
は
内
大
臣
へ
の
昇
任
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
叙
任
の
当
日
、
道
隆
の

二
条
第
に
お
い
て
大
臣
就
任
の
大
饗
を
催
し
て
い
る（
７
）。
次
期
政
権
の
後
継
者

を
内
外
に
示
そ
う
と
す
る
、
道
隆
の
意
図
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
疫
病
が
都

全
体
を
苛
む
折
、
人
々
は
こ
の
饗
宴
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
官
符
と
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
が
、
疫
癘
の
渦
中
に
あ
る
人
々
の
思
い

と
い
う
観
点
か
ら
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
大
饗
の
模
様
を
、
藤
原
行
成
の
『
権
記
』
が
詳
し
く
書
き
と
め
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
「
穏を
ん

座ざ

」
（
く
つ
ろ
い
だ
宴
席
）
に
移
っ
て
「
家い

へ

公ぎ
み

」
道

隆
の
「
召
し
」
に
よ
っ
て
、
源
宣
方
ら
が
管
絃
を
奏
す
る
。
行
成
は
奏
楽
の

模
様
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

　
　

�

于
時
秋
風
索
々
、
夜
漏
漸
闌
。
竹
云
桐
云
、
唱
之
調
之
。
聴
其
音
、

錚
々
然
有
千
秋
之
声
。

　
　

�

時
に
秋
風
索
々
と
し
て
、
夜
漏
漸
く
に
闌た

け
た
り
。
竹
と
云
ひ
桐
と
云

ひ
、
之
を
唱
ひ
之
を
調
ぶ
。
其
の
音
を
聴
く
に
、
錚
々
然
と
し
て
千
秋

の
声
有
り
。

詩
情
豊
か
な
表
現
が
つ
づ
く
。
さ
す
が
は
詩
人
・
文
人
で
も
あ
っ
た
行
成

で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
白
居
易
「
琵
琶
行
」
の
冒
頭
「
潯
陽
江
頭
夜
送

客
、
楓
葉
荻
花
秋○

○

○
索
索
」
（
潯
陽
の
江
頭　

夜　

客
を
送
り
、
楓
葉
荻
花　

秋
索
索
た
り
）
と
、
そ
の
序
「
聞
舟
船
中
夜
弾
琵
琶
者
。
聴○

○

○
其
音
、
錚○

錚○

然○

有○

京△

△

○
都
声
」
（
舟
船
の
中
に　

夜
琵
琶
を
弾
く
者
を
聞
く
。
其
の
音
を
聴
く

に
、
錚
錚
然
と
し
て
京
都
の
声
有
り
）
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
「
秋

風
索
索
」
は
、
二
条
第
を
吹
く
寂
し
げ
な
秋
の
風
で
あ
り
、
糸
竹
・
唱
歌

の
「
声
」
は
、
「
錚
々
然
」
乾
い
た
金
属
音
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
そ
し
て

「
錚
々
然
」
た
る
音
は
、
「
千
秋
之
声
」
中
関
白
家
の
永
遠
の
繁
栄
を
こ
と

ほ
ぐ
声
と
捉
え
て
い
る
。
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「
琵
琶
行
」
は
、
江
州
へ
左
遷
さ
れ
た
白
居
易
が
秋
の
あ
る
夜
、
船
着
場

で
、
あ
る
女
の
弾
く
琵
琶
に
聴
き
入
り
心
動
か
さ
れ
る
。
聞
け
ば
か
つ
て
は

都
の
名
妓
で
あ
り
、
華
麗
な
時
代
が
あ
っ
た
も
の
の
、
や
が
て
落
魄
し
商
人

に
引
か
れ
て
こ
の
地
に
来
た
と
い
う
。
お
の
れ
の
境
遇
と
似
て
い
る
こ
と
に

思
い
を
致
し
た
白
居
易
は
、
そ
の
身
の
上
や
心
情
を
描
き
出
し
た
か
の
よ
う

な
、
深
い
愁
え
を
湛
え
る
音
色
に
涙
を
流
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
の
表

現
を
取
り
込
ん
だ
行
成
の
記
事
は
、
季
節
に
は
合
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
、
伊
周
や
中
関
白
家
の
栄
華
を
、
ど
れ
ほ
ど
称
賛
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
る
さ
や
華
や
か
さ
に
欠
け
る
、
し
ん
み
り
と
し
た

風
情
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
秋
風
索
索
」
は
、
秋
の

悲
哀
や
寂
寥
感
を
込
め
た
語
句
で
も
あ
り
、
こ
の
点
も
踏
ま
え
る
と
、
い
っ

そ
う
こ
の
場
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
表
現
の
よ
う
に
み
え
て
来
る
（
８
）
。
行
成

は
ど
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
表
現
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
日
の
大
臣
大
饗
は
、
『
権
記
』
に
よ
れ
ば
、
伊
周
の
岳
父
で
あ
り
前

の
大
納
言
で
あ
っ
た
源
重
光
が
、
伊
周
の
異
母
兄
道
頼
か
ら
杯
を
勧
め
ら
れ

引
出
物
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
重
光
は
こ
の
大
饗
の
中
心
で
あ
っ
た

ら
し
く
、
他
の
主
だ
っ
た
公
卿
ら
は
出
席
し
て
い
な
い
。
大
饗
は
か
な
り
寂

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
饗
の
前
に
行
わ
れ
た
任
大
臣
の
儀
に
参
加
し
た
公

卿
は
少
な
か
っ
た
。
翌
長
徳
元
年
正
月
二
十
八
日
の
大
臣
大
饗
に
お
い
て

も
、
左
大
臣
源
重
信
と
右
大
臣
藤
原
道
兼
を
招
い
た
も
の
の
来
ず
、
大
納
言

ら
の
う
ち
参
加
し
た
の
は
、
異
母
兄
道
頼
だ
け
で
あ
っ
た（
９
）。

こ
の
大
饗
は
貴

族
社
会
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
池
田
尚
隆
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
厳
し

い
対
応
か
ら
は
、
中
関
白
家
か
ら
貴
族
た
ち
が
離
れ
て
ゆ
く
さ
ま
が
見
て
取

れ
る
と
い
う（

（1
（

。
当
時
の
政
治
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
た
理
解
で
あ
り
、
ま
こ
と

に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
疫
癘
へ

の
恐
れ
が
、
一
部
有
力
貴
族
た
ち
に
出
席
を
さ
せ
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。
外
出
に
よ
っ
て
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
な
ら
、
自
邸
に
と

ど
ま
る
の
は
や
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
仗
座
に
公
卿
が
来
な
か
っ
た
た
め
に
、

「
政
」
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
れ
も
危
険
を
回
避
し
よ
う

と
す
る
思
い
か
ら
で
あ
る
。
一
連
の
伊
周
内
大
臣
大
饗
へ
の
不
参
加
も
、
同

じ
不
安
に
拠
る
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
で
は
藤
原
行
成
は
、
任
大
臣
大
饗
の
模
様
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
書

き
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
饗
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
表
現
か
ら
は
、
め

で
た
さ
や
喜
び
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
疫
病
が
蔓
延
し
て
都
の
路
上
は
死
屍

累
々
と
し
て
、
死
臭
が
鼻
を
つ
く
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
洛
中
の
人
々
は
感
染

を
恐
れ
て
、
屋
内
に
身
を
潜
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
世
の
中
が
衰
退
・
疲

弊
し
て
い
る
最
中
、
饗
宴
を
開
く
こ
と
へ
の
批
判
・
皮
肉
・
疑
問
を
記
事
に

込
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
臣
大
饗
開
催
が
通
例
で
あ
る
と
分
か
っ
て

い
て
も
、
言
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
個
人
の
日
記
に

書
き
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
直
ち
に
他
人
の
目
に
は
触
れ
な
い
。
ひ

そ
か
に
自
分
な
り
の
見
解
を
、
遠
回
し
に
書
き
記
し
た
と
み
て
お
き
た
い
。

　

注
（
１
）
物
語
に
お
け
る
、
疫
癘
に
つ
い
て
の
「
世
の
中
騒
が
し
」
の
例
は
、
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�

あ
や
し
く
騒
が
し
か
り
ぬ
べ
き
年
と
て
、
春
の
は
じ
め
よ
り
人
慎

み
て
、
御み

嶽た
け

、
熊
野
詣
、
や
む
ご
と
な
き
上
達
部
下
り
立
ち
て
、

山
踏
み
し
た
ま
へ
る
年
に
こ
そ
あ
れ
（
『
う
つ
ほ
物
語
』
あ
て

宮
）

　
　
　
　

�
そ
の
頃
世
の
中
い
と
騒
が
し
う
て
、
道
大
路
に
ゆ
ゆ
し
き
も
の
多

く
、
や
む
ご
と
な
き
人
も
あ
ま
た
亡
う
な
り
な
ど
し
た
ま
へ
ば
、

あ
は
れ
に
は
か
な
き
こ
と
を
誰
も
お
ぼ
さ
る
（
『
狭
衣
物
語
』
巻

四
）

　
　

な
ど
が
あ
り
、
日
記
に
も
、

　
　
　
　

�

そ
の
春
世
の
中
い
み
じ
う
騒
が
し
う
て
、
松
里
の
渡
り
の
月
か
げ

あ
は
れ
に
見
し
乳
母
も
、
三
月
つ
い
た
ち
に
亡
く
な
り
ぬ
（
『
更

級
日
記
』
治
安
元
〈
一
〇
二
一
〉
年
の
疫
病
）

　
　

と
み
え
る
。

（
２�

）
拙
稿
「
正
暦
・
長
徳
の
疫
癘
」
（
「
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」

第
五
十
五
巻
・
二
〇
二
二
年
三
月
）
参
照
。

（
３�

）
本
庄
総
子
「
平
安
時
代
の
大
疫
病
」
（
『
疫
病
の
古
代
史　

天
災
、

人
災
、
そ
し
て
』
二
〇
二
三
年
八
月
・
吉
川
弘
文
館
）
が
、
疫
癘
の
中

身
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
４�

）
『
日
本
紀
略
』
は
「
仁
王
会
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
が
、
『
本
朝
世

紀
』
六
月
十
四
日
条
に
は
、
「
左
仗
の
座
」
に
お
い
て
「
臨
時
仁
王
会

の
事
を
定
め
」
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
件
の
仁
王
会
は
、
是
れ
疫
癘
猶な
ほ

盛
り
な
れ
ば
な
り
。
病
死
止
ま
ず
。
之
に
因
り
て
件く

だ
んの

災
ひ
を
消
除
せ

む
が
為
に
、
修
せ
ら
る
る
所
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
六
月

二
十
二
日
に
催
し
た
の
で
あ
る
。

（
５�

）
『
本
朝
世
紀
』
の
同
日
条
に
は
、
「
天
陰
り
て
雨
降
る
。
権
大
納
言

藤
原
道
長
卿
、
左
仗
の
座
に
参
著
す
。
而
る
に
諸
卿
遅
参
す
。
政
無
し
。

午
後
権
中
納
言
同
道
頼
卿
同
座
に
着
く
。
未
の
二
尅
に
退
出
す
」
と
あ

り
、
道
長
が
参
っ
た
も
の
の
「
政
」
が
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
公
卿
ら
は
、

感
染
に
脅
え
参
上
し
な
い
こ
と
が
た
び
た
び
で
あ
っ
た
。
道
長
が
参
上

し
た
の
は
、
こ
の
官
符
を
下
す
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

（
６�

）
白
居
易
「
長
恨
歌
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
・0596

）
の
「
臨
卭

の
道
士　

鴻
都
の
客
、
能
く
精○

○誠
を
以
つ
て　

魂
魄
を
致
す
」
に
お
い

て
は
、
道
士
が
純
粋
な
真
心
を
も
っ
て
と
も
解
せ
ら
れ
る
が
、
精
神
を

集
中
し
て
、
研
ぎ
す
ま
し
て
と
す
る
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
川
合
康
三
訳
注
『
白
楽
天
詩
選
（
上
）
』
（
二
〇
一
一
年
七
月
・

岩
波
文
庫
）
は
、
「
こ
こ
で
は
道
家
特
有
の
精
神
集
中
法
を
い
う
」
と

注
し
て
い
る
。
著
名
な
詩
に
み
え
る
語
で
は
あ
る
が
、
こ
の
例
は
こ
の

官
符
の
文
脈
に
は
合
わ
な
い
。

（
７�

）
『
日
本
紀
略
』
（
正
暦
五
年
五
年
八
月
二
十
八
日
）
は
、
「
宣
命
。

右
大
臣
源
重
信
を
以
つ
て
左
大
臣
と
為
し
、
内
大
臣
藤
原
道
兼
を
以
つ

て
右
大
臣
と
為
し
、
権
大
納
言
同
伊
周
を
以
つ
て
内
大
臣
と
為
す
。
公

卿
相
率ゐ

て
、
内
大
臣
第
小
二
条
に
向
か
ふ
。
饗
禄
の
事
有
り
」
と
記
す
。

任
大
臣
の
儀
が
あ
っ
て
そ
の
後
、
伊
周
の
「
小
二
条
」
第
に
向
か
っ
た
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と
あ
る
が
、
『
権
記
』
の
同
日
条
に
、
「
関
白
の
二
条
第
に
饗
饌
有

り
」
と
あ
る
の
で
、
『
日
本
紀
略
』
は
誤
っ
て
い
る
。

（
８�
）
こ
の
こ
と
は
す
で
に
、
拙
稿
「
「
琵
琶
行
」
受
容
の
一
斑
―
―
『
権

記
』
正
暦
五
年
八
月
の
記
事
か
ら
―
―
」
（
「
神
女
大
国
文
」
第

二
十
五
号
・
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
お
い
て
述
べ
た
。

（
９�

）
権
大
納
言
の
上
席
で
あ
っ
た
藤
原
道
長
は
、
甥
の
伊
周
に
先
を
越
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
大
饗
に
参
加
し
な
い
の
は
尤
も
で
あ
ろ
う
。

（
10�

）
池
田
尚
隆
「
古
記
録
か
ら
み
る
中
関
白
家
と
『
枕
草
子
』
」
（
「
む

ら
さ
き
」
第
六
十
輯
・
二
〇
二
三
年
十
二
月
）
参
照
。


